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市の花・木・鳥

市の木　いちょう
　थ齢5��年から6��年といわれ，生໋力にあ;れています。
ප害にもڧく，ఱに৳ͼる࢟が༤େであり，ߚ༿がඒしいで
す。生がૣくどんな環境条݅にもॱ応し，ॾ条݅をりӽえ
て成していく࢟は，本市の活力ある発展をするかのよう
です。

市の鳥　うぐいす
　ւ؛ઢや地にݶらͣ，ࣼ ໘Ԋいにଟく生ҭしています。य़を
る໌るいҹがະདྷに発展する本市のイϝージに;さわし͛ࠂ
いௗです。どこのఉにも๚れしみがあり，໐きがඒしく，市民
に安ら͗を༩えます。

市の花　はまぎく
　੨ࡾݝ地方から本市Ԋ؛に自生し，ೆ 重وとなっているݶ
なՖです。ை෩やס૩，פさにڧく，ഓが༰қであり，େきなՖ
が࡙きます。๛かでたくましく，ؾのあるඒしさは，発展する
本市をしています。

ひたちなか市　市民憲章

わたくしたちは，๛かなւとにつつまれた自વのதで，
จ化の܆り高いੈքにひらかれたまちをめ͟すひたちなか市民です。

　１　自然を愛し　人にやさしい環境をつくります

　１　スポーツや芸術に親しみ　笑顔のふれあうまちにします

　１　たのしく働き　ともに支えあう家庭をつくります

　１　きまりを守り　みんな仲よく助けあいます

　１　未来と世界に目をひらき　人と文化の出あうまちにします

（平成̓年11月１日੍定）



ひたちなか市長　本間  源基

ごあいさつ

ひたちなか市　第３次総合ܭ画
　　　平成ߏ本ج 2�年 12月 1�日　市議会議ܾ
લجظ本ܭ画　平成 2�年��3 月 25日　ி議ܾ定　

　本市では，平成27年度までの第２次総合計画において，「豊かな産業といきいきとした暮らしががる
世քと;れあう自立協ಇ都市」を将来都市像に͛ܝて施策を推進し，平成22年には「自立と協ಇの
まちづくり基本条例」が市民自らの手により作り上͛られました。この条例は，まさに「自立協ಇ都市」を
目指す本市のਫ਼神໘でのとなるものであります。ࡏݱでは，全てのコミュニティ組織でまちづくり
市民会議が立ち上がり，コミュニティセンターの運営が地域にҠ管するなど，行政と市民が互いに役割
分担する協ಇのまちづくりがண実に進められています。
　また，この10年の間には，関東自動ं道の全線開通や茨城ߓ常陸那珂ߓ区の整備推進など，産業
ৼڵの基൫となるインフラ整備がணʑと進展し，ひたちなか地区は関東の物流ڌ点へと大きくඈ༂
し，企業進出，産業の集積も図られてきたところです。
　一方，平成23年に発生した東日本大震災は，市内全域にਙ大なඃ害をもたらしました。近年全国的
に大規自然災害も頻発しており，今後首都直下地震等の発生も予測される中，今後さらに災害への
備えにສ全を期していく必要があります。
　また，本市においては，これまで人口は؇やかに増加してまいりましたが，今後は人口減少や少子高齢
化のߋなる進展が想定されています。֩ 家族化の進行やコミュニティ機能の低下等により，人と人との
つながりの希ബ化もࡏݦ化している中，将来にわたりまちの活力を維持し続けていくことが大きな課題
となっています。
　このようなことから，今回策定した第３次総合計画においては，まず第一に，震災の経験を教訓に，
市民の生命，財産，暮らしをकるための防災・減災対策のߋなる強化，そして医療や介護・福祉の充実，
交通弱者のための公共交通の確保など，安全安心なまちづくりを基本に据えております。また，子育て
世代や高齢者も安心して住み続けることができるよう，家族ࡾ世代や地域の中でॿけ合っていく環境
づくりを進めてまいります。そのためには，まず若い世代のಇく場を確保し，安心して家ఉを築いていけ
ることが重要となります。このため，本市の優れた産業インフラや地理的優位性を最大限に活かしなが
ら，企業誘致や産業の活性化，新たな雇用の創出に力を入れ，「職住近のまちづくり」をさらに推進
してまいります。また子育て支援の充実や，海外もؚめた交流人口の拡大など，活力ある市の発展に
向けたॾ施策にも力強く取り組み，新たな将来都市像「世քと;れあう自立協ಇ都市　～豊かな産業と
いきいきとした暮らしががる元気あ;れるまち～」を目指してまいります。
　第３次総合計画の策定に当たり，総合企画審議会の委員の方ʑをはじめ，まちづくり市民会議，パブ
リック・コメント，市民意識調査などを通じ，多くの方ʑから貴重なご意見，ご提ݴをいただいてまいり
ました。ここに，ご協力をࣀりましたօ様に心からँײ申し上͛ますとともに，今後とも市政推進に一層
のお力添えをきますようおئい申し上͛ます。
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　　　ひたちなか市の未来
　　　　　　　　　　　　　　　平磯中学校　３年　浅野　伶奈
　
　今のひたちなか市は，いろいろなお店や施設が立ち並んでいる所
もあれば，田や畑が広がるところもたくさんあります。　
　未来はきっと，どんどん発展して，大きなお店や施設などがさら
に増えていることでしょう。増えて便利になるのはよいことだと思
いますが，私は，今のこのままが好きです。
　私の家の周りは，田や畑ばかりです。本当に何もなくて，たまに，
田舎だなあと思うこともありますが，自然豊かな所に生まれて良か
ったなあと思うことの方が多いです。
　田や畑を見ていると，季節の変化をはっきりと感じることができ
ます。季節によって，いろいろなものが成長し，実り，収穫されて
いきます。その変化を見るのがすごくうれしいです。
　さらに，様々な景観の海岸，海浜公園のネモフィラやコキア，勝
田駅前からのびる昭和通りのいちょう並木，白亜紀層，平地に一面
に広がる田や畑など，自然の美しさやすばらしさを感じさせてくれ
る場所が，ひたちなか市にはたくさんあります。
　だから未来のひたちなか市は，今と変わらず自然豊かであってほ
しいと願っています。
　これからさらに，科学や技術が進歩するにつれて，私たちの生活
はどんどん便利に，快適になっていくでしょう。だとすれば，なお
さら，自然が貴重なものになっていくのではないかと思います。進
歩と上手に共存しながら，今ある豊かな自然も守っていく，という
のが，私が理想だと思うひたちなか市の未来の姿です。
　私の子どもや孫の時代になっても「自然が豊かなひたちなか市に
生まれてよかった」と住んでいる人々が思えるような街。未来のひ
たちなか市にはそんな街になってもらいたいと思います。

中学生作文
「未来のひたちなか市」 ～ひたちなか市をこんなまちに～

最 優 秀 賞
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　本市は平成６年11月にউ田市と那珂湊市との合ซにより生して以来，２次にわたり総合計画を

策定し，市政を推進してきました。平成17年度に策定した前計画では「豊かな産業といきいきとした

暮らしががる世քと;れあう自立協ಇ都市」を目指すべき都市像として，その実ݱに向けて，֤ 種

施策を推進してきましたが，第２次総合計画は平成27年度で計画期間の満了をܴえます。また，

第２次総合計画後期基本計画を補する震災対策の特別計画として平成24年度に策定した෮ڵ

計画についても，平成27年度で計画期間が満了します。

　本市を取りרく状況をみると，経済の長期低，少子高齢化や家族形態の変化に加えて東日本

大震災を経験したことにより，市民の価観やライフスタイルが多様化してきており，෮ڵ計画の

झࢫをண実に反映しながら，社会経済情や市民ニーズの変化に対応した新たなまちづくりの

ビジョンを示していくことが必要となっています。

　このため，総合企画審議会やまちづくり市民会議，市政࠙ஊ会，市政モニター，パブリック・コメ

ント，市議会をはじめく市民の意見を取り入れながら，今後の10年間を展望した「ひたちなか市

第３次総合計画」を策定します。

　この計画は，本市のݱ状と課題を౿まえ，将来の目指すべき都市像とこれを実ݱするための目標

や基本方向を明らかにするとともに，市民と行政の協ಇにより，それぞれが自らの役割と任に

おいてまちづくりを推進するための最上位の指であり，市政運営に係る֤部門別の計画や事業等

の基本になるものです。

　基本構想は，長期的ࢹ点に立って，まちづくりの基本的な考え方や将来都市像を明らかにす

るとともに，まちづくりの基本目標やこれを実ݱするための施策の大綱などを定めるものです。

　この構想は，総合的かつ計画的な市政運営の指とするため，その計画期間を10年間とし

ます。

　基本計画は，基本構想を実ݱするために取り組む具体的な施策の体系を定めるものです。

この計画は，前期計画，後期計画に区分するものとし，計画期間をそれぞれ５年間とします。

ᶃ�基本ߏ

ᶄ�基本ܭը

　ひたちなか市第３次総合計画は，「基本構想」，「基本計画」及び「実施計画」で構成します。

策定の趣旨

総合計画の構成と期間

1

2
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　実施計画は，基本計画に͛ܝる施策について，向こう３年間の具体的内༰やୡ成目標を

定め，社会経済情の変化に柔軟に対応しながら，進行管理を行うものです。ϩーリンά方式

により，ຖ年度評価，見直しを行います。

　本市は，東京から約110ᶳのڑにあり，中心

は東経140� 32⒌ Ң36� 24⒌ で茨城ݝの中ԝ部

からやや東に位置し，東約13ᶳ，南約

11ᶳで99.83Lᶷの໘積を有しています。は

常൬自動ं道の通る那珂市に，は東海村に，

南は那ਢַを源流とする那珂川をڬんでݝ都

水戸市と大ચ町にし，東は美しいปの海の

線が続い؛がるଠ平洋に໘して約13ᶳの海

ています。市域は，ଠ平洋と那珂川下流域に

位置する海ൈ７̼ 前後の低地地区とѨ武۾山系から南東に؇やかにࣼしている那珂台地と

ߓ෬の少ない平ୱな台地地区とに分けられます。低地地区は，漁ىばれる海ൈ約30̼前後のݺ

を中心に市街地が形成され，那珂川流域は水田地帯となっています。一方，台地地区は，駅を

中心に市街地が形成され都市化が進行していますが，周辺はാ地も多く，また，中小Տ川が市街

ᶅ�࣮施ܭը

市の概況3

総合計画の構想と期間

基本ߏ

基本構想（10年間）
　平成2��ʙ�3�年度

基本計画（5年間）
　平成2��ʙ�32年度（લظ）

実施計画（3年間）
　ϩーϦンά方ࣜで毎年࡞成

基本ܭը

基本ߏ

基本ܭը
基本構想に定められた施策の方向性
に基づいて，分野別に基本的な目標や
施策を体系化する

まちづくりの基本理念と将来都市像
を明らかにし，取り組むべき施策の方
向性を示す

基本計画に示した施策を計
画的かつ効果的に実施する
ための具体的な事業計画を
明らかにする

࣮施ܭը࣮施ܭը
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ʢ�ʣྺ࢙�

地にくさび状に入りࠐみ，台地ԑ

辺部は豊かな緑が帯状に連なっ

ています。

　気ީは，యܕ的な東日本のଠ平

洋ܕの気ީで，台෩などによる自

然災害も比較的少なく，年間平ۉ

気Թは14度，最高気Թは36度前

後，最低気Թはマイφス10度を下

回ることはありません。߱ 水量は

月平ۉで100ᶱを超え，߱ ઇは数えるほどです。

　交通は，本市から܈അݝ高࡚市までの150ᶳをつな͙，関東自動ं道が平成23年３月19日

に全線開通しました。都市間を結ぶ主要幹線道路としては，国道６号，国道245号があります。

鉄道は，首都ݍと約80分で結ぶ̟ ̧常൬線を主࣠に，水戸線，水܊線が続しており，উ田駅，

佐和駅など４つの駅があります。また，平成20年４月に第ࡾセクターとして開業したひたちな

か海鉄道湊線がউ田駅から那珂湊駅を経༝して，ѨࣈϲӜ駅まで結んでいます。

　本市域は，ߐ戸時代には水戸ൡの支配の下，東地方の物産を

を有するൟӫの地であるߓܧ戸まで༌送する水上交通の主要な中ߐ

とともに，鉄の大๒をர造する反ࣹが建設されるなど，海防の໘で

も重要な役割を果たしてきました。

　明治４年には廃ൡ置ݝにより茨城ݝが設置され，明治22年の市制

町村制施行により本市域に湊町，平ү町，中村，উ田村，川田村，

前渡村及び佐村の２町５村が生し，昭和15年に中村，উ田村

及び川田村の３村が合ซしউ田町となりました。

　昭和29年にউ田町が３月に前渡村の一部を，同年11月に佐村

を編入合ซしউ田市が，また，同年３月に湊町から町名を変ߋした

那珂湊町が前渡村の一部と平ү町を編入合ซし，那珂湊市が生

しました。উ田市においては，工業団地の開発を行うとともに，市街

地の整備を進めるなど，ものづくりを֩とする産業の進展とともに発展

し，那珂湊市においては，ݝ下随一の水産都市として，漁業や水産

加工業を基幹産業としたまちづくりが行われてきました。

　また，ࡏݱのひたちなか地区である྆市と東海村の間にލる海؛

Ԋいにがる大なエリアは，第２次世ք大戦後，ถ܉の水戸対地
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ʢ�ʣ産�業
市内総生産の構成比

業
����� ਫ産業����3�

ྛ　業������
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業
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　これまでউ田地域では，電機，機ց，

ਫ਼ີ機器，ࢴ製品などの工業を，那珂湊

地域は水産加工業を主体とした食品製

造関係水産業を基幹として発ୡしてきま

した。これらطଘの産業に加え，ひたち

なか地区の常陸那珂工業団地等への

先進企業の立地が進んでおり，今後も

内有数の先進工業都市として༂進しݝ

ていくことが期待されています。

　また，市内には２つの漁ߓがあり，多種

多様な漁法による漁業が年間を通して

営まれる，近海Ԋ؛漁業の基地となって

います。農業では，ほしいもが特産品と

なっており，日本一の生産量をތっています。商業໘は，大規小売店ฮの集積などで商ݍの

地元ٵ収力が増大しています。今後は，国営ひたち海公園やおさかな市場などの観光資源

を積極的にＰ̧ しながら，交流人口の拡大を図っていく必要があります。

　1,182IBのひたちなか地区開発の中֩施設

である重要ߓ「茨城ߓ常陸那珂ߓ区」は平成

27年度中の供用開࢝に向けて中ԝ頭におい

て水ਂ12̼震強化؛นの整備が進められ，

さらに新たな水ਂ12N؛นの整備が決定する

など，関東の物流のڌ点としてߋなる発展が

期待されています。

ࣹരܸ場として収されましたが，ݝ民͛ڍてのฦؐ運動の結果，昭和48年に日本政へ全

໘ฦؐされました。昭和56年には，「水戸対地ࣹരܸ場ฦؐ国有地の処理大綱」が決定され，

これをडけて，国営ひたち海公園がى工し，常陸那珂ߓや関東自動ं道の建設が進む中，

ひたちなか地区開発を౿まえた一体的なまちづくりの必要性が東海村をؚめた２市１村の間

で高まり，２市１村の先行合ซとして，平成６年11月にউ田市，那珂湊市が合ซし，「ひたちなか

市」が生しました。

　その後も，茨城ߓ常陸那珂ߓ区の整備がணʑと進み，関東自動ं道も全線開通するなど，

インフラの整備が進んだことにより，様ʑな企業が進出し，産業の集積，活性化が図られてい

ます。
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ʢ1ʣ住み͢͞ɼఆ住意

市民意識4

ʢ�ʣਓޱ・ੈଳ

ひたちなか市の人口及び世帯数の推移
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（ग़యɿࠃௐࠪ，ҵݝৗ住ਓޱௐࠪ）

　住み心地については，「とても住みやすい」あるいは「どちらかといえば住みやすい」とする回答

が81.5％と最も高く，若年層から高齢者まで支持されています。また，81％の市民が「ずっと今の

　平成28年度から平成37年度までを計画期間とする「ひたちなか市第３次総合計画」の策定に

向けた基礎調査として，市民の生活実態やまちづくりに関する意識について把握することを目的

に，本市にお住まいの20歳以上の方の中から性別，年齢，居住地域の割合に応じて，無作為に抽

出した3,000人を対にアンケート調査を平成26年７月に実施し，51.5％の1,545人の方から回答

をいただきました。

　調査結果に見られる主な市民の意識やニーズについては，次のとおりとなっています。

　本市の人口は155,680人（平成27年10月１日ࡏݱ：国調査速報）で，水戸市，つくば市，

日立市に続く茨城ݝ下４൪目の規の都市です。これまでの推Ҡをみると，合ซ時の平成６年

には146,988人，10年後の平成16年には153,250人と増加してきましたが，20年後となる平成

26年には156,704人と増加のスϐーυが؇やかになっています。また，この20年の間に，平成６

年に18.0％であった15歳未満の年少人口割合は14.5％に減少する一方で，10.7％であった65歳

以上の老年人口割合は23.2％にまで増加するなど，少子高齢化が急速に進んでいます。

　世帯数については，合ซ時の49,359世帯から10年後の平成16年には56,247世帯，20年後の

平成26年には62,441世帯と増加する一方，１世帯当たりの平ۉ人員は合ซ時の3.0人から10年

後の平成16年に

は2.7人，20年後

の平成26年には

2.5人にまで減少

し，֩ 家族化が

進んでいること

がえます。
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ʢ1ʣਓݮޱ少࣌の౸来ͱ少子化・高齢化のਐల

現状と課題5

ʢ�ʣ将来のൃలのํ性

ʢ�ʣ整備͕望まれるࣾձΠϯϑϥ

場所に住み続けたい」あるいは「できるだけ今の場所に住み続けたい」と回答しており，約８割の

市民が，ひたちなか市は住みやすいとײじ，今の場所に住み続けたいという意向を持っています。

　「街灯，防犯灯」，「鉄道やバス路線などの公共交通網」，「高度・救急医療が可能な総合

病院」の整備が高い割合で望まれており，前回の調査（平成21年実施）からҾき続いて安全・

安心なまちづくり，公共交通の充実が望まれています。また，前回の調査と比較して「道路の

改ྑやฮ」，「歩道などの交通安全施設」など日常生活に必要な都市基൫や「保育所や子育

て支援施設」，「༮ஓ園や小中学校などの教育施設」など子育て支援や子どもの育成の充実に

関する施設を望む割合が高まっています。

　市民の多くは，自分の将来の生活において，「老後の自分や配偶者の世話」，「生計の維持や

年金」などのことを不安にײじると回答しています。これを年齢別で見ると，「老後の自分や

配偶者の世話」は50歳以上の年齢層で高い割合を示している一方，「生計の維持や年金」に

ついては20代，30代の若い世代においても高い割合を示しています。また，「ಇく場所や就業の

じている割合も，20代，30代の若い世代において高いことから，市のײ続」について不安にܧ

将来を担う若い世代が，安定した就業環境に不安を抱き，日ʑの生活を支えるಇく場の確保を

強く望んでいることがえます。

　ひたちなか市が今後どのようなまちとして発展することを望むかという設問については，

「医療や福祉が充実した，健康で安心して暮らせるまち」「子どもからお年寄りまで暮らしや

すい，ひとにやさしいまち」「շదな生活環境が整備されたまち」「鉄道やバスが利用しやす

い，Ҡ動に便利なまち」が高い割合となっており，全ての世代が，末Ӭく健やかに過ごすことが

できる生活環境が整備されたまちとしての発展を望んでいることがえます。また，東日本大

震災の発生を౿まえて今回新たに回答の選ࢶに加えた「災害に強い安全安心なまち」も高

い割合で望まれています。

　զが国の総人口は，出生率の低下による少子化を主Ҽとして，平成20年をϐークに減少して

います。一方で，平ۉण命の伸長等もあり，平成27年10月１日時点で，日本人の総人口の26.7％

が65歳以上の高齢者となっています。
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ʢ�ʣࡁܦ情のม化ͱ産業のৼڵ

　国立社会保障・人口問題研究所によると，զ

が国の総人口は平成52年には１ԯ727ສ人と，

平成22年に比べ2,078ສ人減少すると推計され

ています。年少人口や生産年齢人口がࡏݱより

減少する一方，老年人口は増加し，65歳以上の

人口は900ສ人以上増加する見ࠐみとなってい

ます。

　少子化・高齢化の進展は，労ಇ力供給の減少，医療・介護負担の増加等を通じて，将来の

経済成長の低下及び資༨力の減少をもたらし，地域の担い手となる人ʑの減少と高齢者の

増加により地域社会も変༰していく可能性があります。このような状況を౿まえ，国において

は，東京ݍへの過度な一極集中をੋ正し，それぞれの地域で住みよい環境を確保し，将来に

わたって持続的な地域社会を実ݱするため，地方創生への取組が࢝まったところです。

　本市において平成21年に行った人口推計においては，平成27年まで総人口は؇やかな増加

を続けると予測しており，震災による下ৼれはあるものの，֓ Ͷ予測通り，平成24年ࠒから横ば

い状態が続いています。本市の人口の社会動態は，ݝ地域から人口が流入する一方，水戸市

やݝ南地域，首都ݍへ人口が流出し，ほ΅ߧۉが保たれてきました。自然動態においては，出

生数が年ʑ低下するとともに，ࢮ数は増加向にあることから，総人口は今後，減少に転じ，

老年人口割合も高まっていくと見ࠐまれています。一方，世帯数は増加を続けており，１世帯当

たりの平ۉ人員は，今後も減少向が続くと想定され，֩ 家族化の進展や高齢者などのひとり

暮らしの増加が続いていくと考えられます。

　こうした中，高齢者が住みなれた地域で安心して暮らしていくための居住環境の整備や，若

い世代が安心して家ఉを築き，子どもたちが健やかに成長することができる環境づくりや，子育

て支援等を推進していく必要があります。

　平成20年に発生したリーマン・ショック後の金༥ة機により，世ք経済はਂࠁなܠ気後ୀに

ؕりました。その後，一度は回෮へと向かったものの，平成21年にギリシϟ࠴務問題がࡏݦ化

し，Ԥभ࠴務ة機へと発展していく中，世ք経済は再びࣦ速していきました。

　一方，日本経済は，平成23年３月に生じた東日本大震災による一時的なམちࠐみをりӽえ，

平成24年Ն場にかけて回෮に向かっていきましたが，Ԥभ࠴務ة機をഎܠとして海外経済が

減速する中，ܠ気は再び下向きとなっていきました。しかし，平成24年後半に入ると，株価上昇

による資産効果をഎܠに個人消費が回෮したことや，政の大幅な財政出動により，日本経済

は持ち直しに転じました。その後も，生産の持ち直しや為ସ水準のԁ安方向へのシフトにより

大企業製造業を中心に企業収ӹの改善が進み，雇用・所得環境の改善や設備資の増加へ
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ʢ�ʣ地ํݖのਐల

と及しつつあります。

　政は，成長戦略の下，支出，生産，所得の॥環の実ݱを目指した֤種政策を進めていま

すが，平成26年４月の消費੫率Ҿ上͛のӨڹや海外経済の下ৼれ等，足元の国内経済は回෮

向がやや弱まっています。人口減少にう労ಇ力人口の減少，経済のάϩーバル化等の構

造変化への対応をؚめ，日本経済は持続的成長に向けて，なお多くの課題を抱えています。

　経済活動のάϩーバル化や高度情報化の進展等をഎܠに，զが国の産業構造は変化が続

いています。製造業は，国内ध要の低，άϩーバルڝ૪のܹ化といった構造変化をഎܠに，

生産ڌ点の海外Ҡ転や部品調ୡの海外ґଘ度が高まり，また，ԁ安などにより原ࡐ料価֨が

上昇しており，製造業者の経営を圧ഭしています。商業については，߫ 外ܕ大規店ฮの進出

やインターネットൢ売の進展に，少子高齢化，ニーズ

の多様化，さらには事業主の高齢化・後ܧ者不足が

加わり，地方中小事業者はより一層ݫしい経営環境

におかれています。

　本市では，製造業事業所数や製造出ՙֹ等にお

いてݝ内有数の工業集積を維持しており，今後も製

造業を࣠とした産業ৼڵを図り，まちを活性化してい

くことが求められます。また，商業においては，公共

施設や観光ڌ点など中心市街地がもつ都市機能の

有効活用や，市民や来街者のニーズを౿まえた商業

の活性化が求められています。さらに，農業におい

ては，日本一の生産量をތる「ほしいも」のPRや，

地域ブランυ化を推進する必要があります。

　平成５年から地方分権改ֵに向けた法制度の整備や市町村の再編が進められ，市町村合ซ

の進展により3,200超あった市町村数は，1,700༨りにまで減少，茨城ݝにおいても87あった

市町村が44市町村まで減少しました。

　これまでの地方分権改ֵでは，国と地方の関係を上下・主ैから対等・協力の新しい関係に

転するとの理೦が示され，地方に対する権限Ҡৡや規制؇和等，地方分権の基൫の構築に

重点が置かれていました。一方，政が示した「地方分権改ֵの総括と展望」においては，改

ֵの命として「個性を活かし自立した地方をつくる」，目指す࢟として「行政の質と効率を上

͛る」「地域͙るみで協ಇする」等が͛ܝられ，地方の発意にࠜ͟した長期的な取組を行う改

ֵスタイルへの転が望まれています。そのような中，市町村は，地方行政の中心的役割を果た

し，行財政改ֵを一層推進し，健全財政を保持しながら個性豊かな特৭のある施策を展開し，
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ʢ�ʣ環境意ࣝの高まΓ

ʢ�ʣάϩʔόϧ化*5化への対応

ʢ�ʣϥΠϑελΠϧ・Ձ؍のଟ༷化

まちの魅力や価を高めていくことが必要となっています。

　本市では，市民・議会・行政が互いに連携・協力し，まちづくりを進めるための「自立と協ಇ

のまちづくり基本条例」を制定し，市民が地域活動へ積極的に参加し，将来にわたり支え合

い，ॿけ合う地域コミュニティづくりを進めていくことを目指しています。

　あわせて，行財政改ֵや事務事業の合理化をҾき続き推進するとともに，進化を続ける情報

通৴技術を効果的に活用し，行政運営の効率化に努める必要があります。

　また，これまで東海村との間では，ひたちなか地区におけるࡈ場，公共下水道事業の整備に

加えて，消防救急業務，ごみ処理業務についても共同処理を行うなど，連携分を拡大して

きました。今後も，୯ಠの自治体では取組が難しい問題や日常生活にີணした分について，

必要に応じて，東海村をはじめとした近ྡ市町村と連携を図っていく必要があります。

　人ʑの日常生活を取りרく環境の様ʑな変化にい，人ʑのライフスタイルや価観は多様化

しています。ライフスタイルの変化の一つに൩婚化の向や共ಇき世帯の増加が͛ڍられ，

価観では，ひとりひとりの個性やײ性，いわΏる「自分らしさ」をଚ重する向が強まっており，

֩家族化やひとり暮らし高齢者の増加とも૬まって，人と人とのつながりがബれつつあります。

　本市においても，今後，ߋなる少子高齢化の進展が見ࠐまれており，子育てや介護などに

む人たちや，ひとり暮らし高齢者，障害者など社会的に弱い立場の人がݽ立していくおそれ

があることから，ࣦ われつつある家族や地域の絆を再構築し，人ʑが互いに支え合いながら，

末Ӭく健やかに過ごすことのできる社会の実ݱに努める必要があります。

　近年の情報通৴技術の進展や高速交通手段の拡大などによって，人，物，情報の流れが国内

はもとより国ࡍ的にも加速を見せ，社会・経済やܳ術・文化，スポーツなど，多方໘での交流の

機会が生まれています。本市においても外国人観光٬は増加しており，東京オリンϐック・パラ

リンϐックの開催も予定されていることから，国ࡍ化社会に対応し，海外の文化や習慣に対する

理解をਂめ，զが国のྑさと地域の個性をアϐールしながら，世քからの来๚者をडけ入れる

環境づくりを進めるとともに，定住外国人への生活支援をはじめ，外国人の来๚や市内ࡏ住等

の増加の状況を౿まえた環境づくりを進めていくことが必要です。

　地ٿ規での環境問題をࢲたちの日常生活と大きく関わる身近な問題としてडけࢭめ，エネ

ルギーの消費やごみのഉ出など，環境保全に対する市民の意識は高まってきています。ྑ な

地域環境を次の世代へとܧঝしていくためには，市民，事業者と行政が，それぞれの任と役
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割を分担しながら，一体となって，貴重な自然をकっていく

とともに，資源॥環ܕの社会の構築に取り組んでいくこと

が求められています。

　そのためには，ごみや生活ഉ水の処理のための施設な

どの整備を進めるとともに，農地や緑地，水辺などの自然

環境の保全や都市の緑化を図っていく必要があります。

　また，ごみの減量化やリサイクル，লエネルギー・ল資源などの実ફや，環境美化のための

積極的な活動によって，環境問題の解決に向けた努力をܧ続していくことが必要です。

　平成23年３月11日に発生した東日本大震災は，

国内観測࢙上最大の地震と津，原子力事故が

ෳ合した未િ有の災害となりました。本市でも，震度

６弱を観測し，建物の全半յ，道路のُ྾やؕ，

上下水道，小・中学校，スポーツ文化施設などの公共

施設がଛյしたほか，那珂湊や平үなどのԊ؛地域においては，押し寄せた津により家，

漁ڕ，ߓ市場などがਁ水・ଛյするなど，市内全域でਙ大なඃ害をこうむりました。

　さらに，福島第一原発事故による์ࣹ性物質の拡散は，本市にもӨڹを及΅し，局所的に国の

空間์ࣹ線量の基準を超えるՕ所も確認され，また，市内の農業，水産業，製造業，観光業など

の産業໘におきましても，෩評ඃ害が生じたところです。本市は東海第ೋ原子力発電所から

わずか５LNから15LNݍ内に位置する「原発所ࡏ地域」であり，その安全対策については，近ྡ

自治体とも連携しながらしっかりと取り組んでいく必要があります。

　その一方で，地域の人たちが力を合わせて，飲食物の確保やਬき出し，ೕ༮児，病人，高齢

者などの災害弱者への支援，地域での給水活動や自

の井戸水の開์等を行うなど，改めて本市の高い市民力

が明らかになりました。

　また，近年では日本֤地で集中豪雨や土砂災害をは

じめとした自然災害も頻発しており，また，将来的には首

都直下地震，東南海地震の発生も予測されています。

　市民生活の安全・安心を確保するためには，自主防災

会や民生委員・児童委員などと連携しながら，災害への

備えにສ全を期すとともに，ආ難所やආ難路をはじめと

した防災基൫の整備に取り組み，災害に強いまちづくり

を推進していくことが必要です。
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　　　未来のために
　　　　　　　　　　　　　　那珂湊中学校　２年　金子　彩映

　窓から見える海。そこからふく涼しい風。
おいしい魚介に乾燥芋。そして，地域の人々との温かいつながり。
私たちの過ごしているひたちなか市は，こんな素晴らしい町です。
　未来のひたちなか市はどんな町になるのでしょう。
　私は，どんどん近代化が進んでいく中でも良いところを未来もず
っと大切にしている町であってほしいと思っています。
　例えば，湊線はますます乗りごこちも良くなり，多くの観光客で
にぎわう電車になっているでしょう。もしかしたら，今では思いつ
かないような新しい技術も発達しているかもしれません。もちろん，
年月が経つにつれて窓から見える景色はどんどん変化していくでし
ょう。ですが，春にはたくさんの黄色い花を咲かせる菜の花，夏に
は青々と葉をしげらせる木々など，さまざまな季節の移り変わりと
ともに楽しめる自然は，変わらず残っていてほしいと思います。
　電車からの景色の他にも，古くから尊重されてきた漁業のさかん
な美しい海や，虎塚古墳などの歴史的な遺跡など，いつまでもあり
続けてほしい，そして守り続けていきたい場所があります。
　「未来のひたちなか市はどうなっていてほしいと思う？」と母に
聞くと，「海を生かした新しい施設ができたらおもしろそう。」と
いう答えが返ってきました。他にもおもしろそうな案がいくつも出
てきて，想像を膨らませているうちに，新しいことができるように
なるのには，まず昔ながらの古きよき文化を大事にしていくことか
ら始まるのかなと思いつきました。未来のためにも，まず今私たち
の身近なものから大切に守っていく。それが，将来このひたちなか
市をすてきな町にしていくために重要なことだと思います。

中学生作文
「未来のひたちなか市」 ～ひたちなか市をこんなまちに～

優  秀  賞


